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わたしの研究

学生時代に体操教室を運営し、指導していました。その時に出

会った１人の女の子の一言・・・「運動は苦手だけど好き」。高

校まで「勝つために」練習し続けてきた私の価値観が大きく揺

らいだ瞬間でした。

子ども達がみんな経験する体育授業。体育の授業で運動が上

手にできなくても「嫌い」にならなければ、いつか何かのきっか

けで自分なりの運動やスポーツへの関わり方を見つけること

ができるのではないかと考えた大学3年の私は、今もこのテー

マを追いかけ続けています。

「体育嫌いを減らしたい」は体育科教育学を学ぶ学部生や院

生が必ず口にするセリフですが、多様なアプローチから私は

「教師教育」に取り組みました。我が国の小学校の先生方は、

すべての教科を担当します。体育を専門的に学んだ経験のあ

る先生もいれば、苦手意識を持っていて「何を、どう教えたらい

いのかわからない」とおっしゃる先生もいます。こうした先生の

意識の違いは、子どもたちの体育や運動への愛好度に影響を

及ぼしているのではないか、というreserch questionを最初に

持ちました。修士課程修了後、しばらく経ってから社会人院生

として博士課程に進学したので、ずいぶん長い間このテーマを

扱っていたなぁというのが正直なところです。

まだまだ模索しながらではありますが、博士号をとって少し視

野を広げて他の研究にも取り組み始めた今日この頃です。た

だ、やはり子どもたちが「運動って苦手だけど面白いな」「なん

か上手くはできないけど好きだな」と思える瞬間(もちろん理想

は、できた！わかった！おもしろい！なのですが・・・)を１度で

も体験してほしいと思いながら研究しているところです

年齢的には若手かどうか、少し難しいところもあるのですが、今年度

より若手研究者委員会にメンバー入りしました。昨年度の若手委員会

主催のセミナーで登壇の機会をいただき、そのこともキッカケになった

のかもしれません。

実は、数年前に４年間ほど別の学会でも若手研究者交流委員を拝命

しておりました。そしてこの度、組織を変えて再び・・・この2つの若手委

員を経験して得たもの(現在進行形)があります。それは、まさに「出会

い」と「繋がり」です。比較的細分化された研究分野の中でしか生きて

こなかった私にとって、他領域・他分野の研究者との出会いと関わり

は刺激的すぎるのです。研究に対する考え方、勢い、生産力等々、本

当に「若手」のうちに知っておくべきだったと今は強く感じています。実

は、このことは30歳で立命館大学大学院に進学した時にも感じたこと

です。立命館のスポ健は院生室が共同で多様な研究室の院生と励ま

し合いながら過ごすことができました。私の財産の1つです。

他の分野から学ぶことは本当に多い。委員だからというわけではなく、

もしよければ若手委員主催のセミナーやシンポジウムに参加してみて

ください。

「オモロー」な人がいっぱいいます！
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小学校の先生達は困っているのか？
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2018年8月に日本体育・スポーツ・健康学会若手の会が

発足しました！→ メーリングリスト登録フォーム: 

https://goo.gl/forms/zGMPdPq5fY3kcB5q2

学会大会、研究会等の開催や報告者募集に関する案内、公募や助成

金情報等に関する情報提供を配信予定です。皆様からも、メーリングリ

ストで周知したい情報がありましたら、下記までご連絡ください。

taiikugakkaiwakate@gmail.com

必読

若くない若手委員として思うこと

日本体育・スポーツ・健康学会
若手の会

日本体育・スポーツ・健康学会
若手の会からのお知らせ

3月20日開催の若手セミナー

後の懇親会終わり@高田馬場 →

セミナーだけではこの雰囲気には

なりませんけれども(笑)

本学の日常 →

(いま噂の)「鹿さん」が

学内にいるのが普通です
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